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若
い
時
に
留
学
す
る
良
さ

は
、
た
と
え
少
々
お
金
に
困

っ
た
と
し
て
も
、　
一
生
付
き

あ
え
る
よ
う
な
友
人
に
出
会

う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
は
そ
う
し
た
交
遊
関
係

が
、　
一
九
〇
〇
年
初
頭
の
パ

リ
に
お
い
て
、
数
十
名
に
も

及
ぶ
日
本
人
留
学
生
の
間
で

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
、
近
年
わ
か

っ
て
き
た
。

そ
の
事
実
を
今
に
伝
え
る
貴

重
な
資
料
が
、

『
パ
ン
テ
オ

ン
会
雑
誌
』
で
あ
る
。　
一
九

〇

一
―
〇
三
年
に

一
号
か
ら

三
号
ま
で
、
各
号
と
も
手
書

き
で

一
冊
ず
つ
造
ら
れ
た
計

三
冊
の
回
覧
雑
誌
で
あ
る
。
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黒
田
清
輝
、
土
井
晩
翠
ら

現
在
は
、
パ
リ
日
本
文
化

会
館
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
こ

の
資
料
を
百
年
ぶ
り
に
翻
刻

・
公
刊
す
べ
く
、
三
年
前
か

ら
学
際
的
共
同
研
究
チ
ー
ム

（代
表

・
高
階
秀
爾
氏
）
が

日
本
で
発
足
し
、
よ
う
や
く

こ
の
秋

『
パ
リ

一
九
〇
〇
年

・
日
本
人
留
学
生
た
ち
の
交

遊
』

（ブ
リ

ュ
ッ
ケ
）
と
し

て
刊
行
の
運
び
と
な

っ
た
。

私
自
身
、
日
仏
比

較
文
化
論
の
立
場

か
ら
、
研
究
と
編

集
全
般
に
携
わ

っ

て
き
た
。

「
パ
ン
テ
オ
ン

会
」
と
は
、　
一
九

〇
〇
年
パ
リ
万
国

博
を
機
に
、
多
数

集
ま

っ
た
日
本
人

留
学
生
た
ち
の
間

か
い
や

ユ
ー
モ
ア
の
精
神
が

一存
。
こ
の
下
宿
の
経
営
者
シ

た

っ
ぷ
り
と
盛
り
込
ま
れ
て

一
ッ
テ
ル
夫
妻
の
息
子
ア
ン
ド

・
い
て
、
そ
の
自
由
闊
達
さ
に

一
レ
氏
に
よ

っ
て
大
切
に
保
存

心
な
ご
む
も
の
が
あ
る
。　
　
一さ
れ
、
十
七
年
ほ
ど
前
に
よ

例
え
ば
あ
の
黒
田
清
輝
の

丁
つ
や
く
日
本
側
関
係
者

（本

健
毬
は

「
ド

ツ
コ
イ
」

（起

一
野
盛
幸
元
駐
仏
大
使
）
に
託

き
上
が
り
こ
ぼ
し
に
似
て
い

一さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

―
　
　
一る
体
形
）
、
土
井
晩
翠
は

「
夕

一　
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家
と
し

，
知
ら
れ
る
黒
田
清

一岡
田
二
郎
助
、
中
村
不
折
、　
一作
は

「
村
長
」

（パ
リ
日
本

一を
は
じ
め
と
す
る
繊
細
億
抹

輝
と
法
学
き
の
寺
島
誠

一
郎

一竹
内
栖
鳳
、
久
保
田
米
斎
）

一人
村
の
世
話
役
）
。
今
や
遺

一彩
画

（
‐図
版
参
照
）
０
勝

‐
な

で絲％デオン会会員の何一桂ぃけ」をげ」〔凛”っ一動衆紳売「．．ヵ華幸」一″伽証珊刈唆密鍼艶龍ａ

よ
り
の
特
徴 ‐
は
、
洋‐
画
、
日

一当
時

の

エ
リ

ー
ト
留
学
生

一　

彼
ら
の
多
く
が
下
宿
し
て

一巧
み
に
織
り
込

‐
ん
ず
模
喘
い

本
画
を
計
わ
す
、
近
代
日
本

一
（そ
の
学
問
範
囲
は
法
学
、

一
い
た
オ
テ
ル

・
ス
フ
ロ
ー
が

一戯
曲
、
歌
謡
、
尻
取
遊
び
、

近
代
的
な
旅
情
を
刻
ん
だ
エ

ッ
セ
イ
、
演
説
風
文
章
と
い

っ
た
、
近
世
か
ら
近
代
に
橋

渡
し
す
る
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン

ル

の
文
学
作

品

が
含

ま
れ

と
い
う
こ
と
。
し
か
し
メ
ン

一族
も
知
ら
な
い

「
新
事
実
」

Ｔ
り
ず
、
絵
画
と
密
に
漣
動
し

も
の
で
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
一パ
ン
テ
オ
ン
廟
の
近
く
に
あ

一多
様
性
な
の
で
あ
る
。

パ
ン
テ
オ
ン
会
は
そ
の
意

一
っ
た
の
で
、
こ
の
会
の
名
称

一　

パ
ン
テ
オ
ン
会
お
よ
び
そ

味
で

一
種
紳
士
ク
ラ
ブ
的
な

一
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
パ

一れ
に
関
連
す
る
欧
州
俳
句
会

側
面
が
強
い
と
思
わ
れ
が
ち
一
ン
テ
オ
ン
会
で
は
会
員
が
手
一の
人
脈
は
、
彼
ら
の
帰
国
後

な
の
だ
が
、
彼
ら
の
雑
誌
に
一作
り
で
装
飾
も
美
し
い
雑
誌
一様
々
な
団
体
に
引
き
継
が

は
む
し
ろ
仲
間
う
ち
の
か
ら

一を
作
成
し
、　
一
―
三
号
が
伝

一れ
、
例
え
ば
三
越
の
広
報
関

◇
バ

ン
テ
オ

ン
会

の
回
覧
雑
誌
を
翻
刻
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
果
て
は
日
本
人
に
よ
る

ハ
「
　

倦
仰
　
　
　
』吠

　

ラす
　
　
　
諄
躊
靡
詢
詠
稀
黍
″
多
レ
ッ

係
の
仕
事
や
、
東
京
芸
大
、

慶
応
大
学
の
活
動
な
ど
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
。

今
回
公
刊
に
あ
た

っ
て
、

全

て

の
テ
ク

ス
ト
を
翻
刻

し
、
影
印
、
解
題
、
論
文
、

資
料
に
加
え
て
、
閲
覧
用
Ｃ

Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
付
し
た
。
百

年

の
眠
り
を
経

た
か

ら
こ

そ
、
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
で

蘇
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
今
や
す

っ

一̈

¨
摯
榊
彎
一
一

つ 版 の
砕
¨
審

メ
セ
ナ

（笹
川
日
仏
財
団
、

サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
）
が

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

何
よ
り
も
心
強
か

っ
た
。
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「
人
の
縁
」
を
原
動
力
に

そ
し
て
雑
誌
の
性
格
上
、

美
術
史
、
国
文
学
、
比
較
文

学
、
比
較
文
化
と
い
う
よ
う

な
、
職
場
を
異
に
す
る
多
分

野
の
研
究
者
と
院
生
が
十
数

名
も
集
ま

っ
て
文
字
通
り
奮

闘
し
て
き
た
。

「
人
の
縁
」

こ
そ
が
、
こ
の
復
刻
を
可
能

に
し
た
原
動
力
で
あ
る
。

果
て
し
も
な
い
編
集
作
業

の
合
間
に
、
そ
れ
で
も
新
た

な
事
実
が
わ
か

っ
て
知
ら
せ

合
い
、
喜
び
を
共
有
す
る
瞬

聞
こ
そ
が
、
実
は
共
同
研
究

一一
い
一

で 私
「一

榊
｝
帥
観
剛
嘲

百
年
前
の
回
覧
雑
誌
が
、

多
分
野
の
方
の
目
に
触
れ
る

こ
と
を
、
今
は
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

（
い
ま
は
し

・
え

い
こ
＝
東
京
大
学
大
学
院
助

教
授
）

こ
■

■

・
　

一

・‘
イ
■

浅
井
忠

「
漫
画
―
―
巴
里
で
気
に
入

っ

た
も
の
」

（
「
パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌
」

第
２
号
、
１
９
０
１
年
、
パ
リ
日
本
文

化
会
館
図
書
館
所
蔵
）

、


